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概要 

本稿では，21世紀型の美術鑑賞教育の在り方に着目し，

まず美術鑑賞における省察的思考の育成の重要性に焦点

を当て，その意義を検討する．次に，文献調査に基づいて，

対話型AIと画像生成AIという2種類の生成AIを美術鑑

賞における省察的思考の育成にどのように活用できるの

かについて理論的な検討を行う．さらに，生成AIが美術

鑑賞の場面で提供できる情報と，人間的な他者から取得

される視点とを比較することで，生成AIの活用が省察的

思考の指導において持つ利点について検討する． 
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1. 研究の背景と目的 

省察とは，特定の問題解決を目的として，自身の思考過

程を意識的に精査し再評価することである（劉, 2019）．美
術鑑賞における省察的思考に関する議論は，Edmund 
Burke Feldman の美術批評理論に遡ることができる．

Feldmanの理論（Feldman & Woods, 1981）によると，美術

作品を理解する思考プロセスは，作品の細部の様子に関

する説明（description），形式的分析（formal analysis），作

品の意味に対する解釈（interpretation），作品の芸術的価値

に対する評価（evaluation）という 4 つのステップからな

る．解釈というステップでは，作品の意味に対する自分の

理解を作品の視覚的事実（visual facts）と照合することで，

その理解の正確性を検証することが求められる． 
省察的思考力の育成が21世紀型の人材育成に対する重

要性について，OECD が実施した教育研究プロジェクト

「DeSeCo」(2001)及び「Future of Education and Skills 2030」
(2019)では，省察の能力が義務教育において育成すべき核

心的なコンピテンシー及び認知的基盤として位置づけら

れている．さらに，日本の『中学校学習指導要領（平成29
年告示）解説 美術編』（文部科学省, 2017）において，美

術鑑賞が「単に知識や作品の定まった価値を学ぶだけの

学習ではなく，〔中略〕様々な視点で思いを巡らせ，自分

の中に新しい意味や価値をつくりだす学習である」と指

摘されており，美術鑑賞における多様な視点からの省察

的思考の重要性が示唆されている． 
本稿の第一著者である劉は，中学生の美術鑑賞におけ

る省察的思考を育成する授業方法の開発を目的とし，文

献調査に基づいて，美術鑑賞での省察的思考に利用可能

な三つの視点を抽出した（劉, 2021）．具体的には，Michael 
Parsonsの発達心理学理論（Parsons, 1987）によると，人は

所属する社会的グループでの他者の考え方（グループ内

の他者の視点），及び作品に関わる美術史の知識（美術史

の視点）を内面化することで，作品に対する自分の初期の

理解を再評価し更新することができる．また，Van de Cruys
とWagemans (2011)の認知理論に基づくと，美術作品の作

者の創作意図（美術作品の創作者の視点）を考慮すること

で，作品への理解が変容することが示されている． 
その後，近年の生成 AI の迅速な進展に注目し，生成

AIを美術鑑賞の省察的思考に応用する可能性を探求して

いる．2018 年10月には，GAN によって生成された一枚

の肖像画がクリスティーズのオークションで 43 万 2500
ドルで落札された事例が報告された（CNN, 2018）．これ

は，画像生成AIがアート業界に与え始めた影響を象徴す

る出来事とされる．さらに，2022 年 11月にChatGPT が

公開され，対話型AIの大規模な応用が開始した． 
本稿では，筆者らが最近の研究で整理した，対話型AI

と画像生成 AI を美術鑑賞の省察的思考力を育成するツ

ールとして活用する方法について理論的な検討を行う． 

2. 対話型AIを美術鑑賞における省察的思考
に活用する方法 

本節では，一連の文献調査の結果を基に，対話型AIを
活用することで美術鑑賞学習者の省察的思考力を向上さ
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せる可能性について検討する．この理論的検討は，筆者ら

の 2024 年の論文（劉・緒方, 2024）で詳述されているた

め，本稿ではその主要な結論を紹介する． 
まず，アート業界における生成AIに関する議論に焦点

を当て，資料調査を実施した．この調査の結果，美術批評，

キュレーション，美術展での観覧という三つの分野にお

いて，対話型AIを美術品の鑑賞と評価に利用する方法が

すでに提案されていることがわかる．まとめると，対話型

AIが以下の3つの特性を持って，美術鑑賞の際に有用な

情報を提供することができるとされている． 
①情報源の多様性：対話型 AI は，鑑賞者が提供する

美術品に関する様々なフォーマットのデータを解析でき

る．さらに，Microsoft CopilotやPerplexity.aiなどのツール

の場合，インターネットを通じて作品に関する検索を行

い，美術館やアーティストの公式ウェブサイト，インタビ

ュー，オークション記録，学術文章など，多様な情報源の

内容を包括的に整理し回答を生成することができる． 
②応用場面に対する適応性：同一の美術品に対しても，

需要によってAIに求められる出力は異なる．例えば，博

物館や美術館で一般の訪問者に向けて案内と解説をする

際には，簡潔でわかりやすい言葉使いが必要である．一方，

美術専門誌やオークションなどを企画・設計する場合に

は，美術品に対する詳細な分析，マーケティング戦略，ア

ーティストの影響力への把握と予測など，専門的な情報

が求められる．対話型 AI が利用者のニーズに合わせて，

提供する情報の難易度や厳密度などを調整することが可

能である． 
③回答形式の柔軟性：対話型 AI は自然言語のテキス

トだけでなく，表やプログラミングのスクリプトなど，

色々な形式での情報提供ができる．さらに，美術館や博物

館での案内装置で搭載された場合，歴史上の有名な芸術

家の口調や性格を模倣して来館者と対話したり，展覧会

の内容に応えてマスコットや仮想キャラクターを生成し

たりすることも期待される．さらに，美術館や博物館で開

催される教育ワークショップでは，教師役を演じて参加

者が書いた感想文や鑑賞文に基づいてコメントを行った

り，展覧会の運営や企画に対する改善提案を受け付けた

りするなど，自動フィードバックシステムとしての機能

も考えられる． 
美術品の鑑賞と評価における対話型 AI による情報提

供が上述した 3 つの特性を有しており，これにより美術

鑑賞における省察的思考の実践に新たな視点をもたらす

ことが可能であると考える．したがって，次には，美術科

以外の教科も含んだ学校教育学の文献を対象に，対話型

AIを省察的思考の指導に応用する方法について調査を行

った．この調査の結果，対話型AIを省察的思考の指導に

具体的に応用した実践例は見つからなかったが，このよ

うな応用が理論的には十分可能であるとの先行研究の論

述が存在する． 
これらの先行研究の知見を総括すると，対話型 AI は，

まず，学習者が知らなかった情報源（ウェブサイト，デー

タセット，学術論文など）を提示することにより，学習者

に省察的・批判的な思考の促進につながる新たな視点を

取得させることができる． 
さらに，対話型AIはグループワークでの相手役として，

批判的な質問やコメントなどを出すことが期待される．

また，学習者からの返答の論理に基づいてフィードバッ

クを行うことで，学習者との間で学習内容に関する意見

交換のサイクルを形成することが可能である． 

3. 画像生成AIを美術鑑賞における省察的思
考に活用する方法 

対話型AI とは対照的に，画像生成AI を省察的思考の

育成に活用した先行研究はまだ存在していない．しかし，

筆者らは，画像生成AIが次の2つの場面で，美術鑑賞学

習における省察的思考を助力できると考えている． 
まず，GAN を基盤とした画像生成 AI には，Creative 

Adversarial Networks (CAN)という種類がある（Elgammal et 
al., 2017）．CANの特徴は，新しい抽象画の画風を創出で

きることである．また，CANの損失関数には，「新しい画

風を探求する際に，一定のレベルで過去の芸術伝統を継

承し，伝統からの過度な逸脱を避けたい」という，人間の

芸術創作プロセスでよく現れる心理状態もエンコードさ

れている．これらの特性を活用し，美術鑑賞の授業におい

て CAN によって生成された画風の絵画を生徒に提示す

ることで，それらの画風と美術史上で既に存在している

画風とを比較させることができる．このような比較を通

じて，絵画が表現する感性の空間において，まだ探求され

ていない感性があるのか，どのような画風がまだ未開拓

なのか，人類がどのような画風と感性の表現を好むのか，

どのような画風を発展させることで新しい感性を容易に

創出できるのかといったトピックについて生徒を考察さ

せることができる．これらのトピックに対する考察を通

じて，生徒は芸術創作の文化的伝統や，無意識に作動する

心理メカニズムの存在を認識し，人類の芸術創造の独自

性に対する理解を深めることが期待される．さらに，美術

作品の画風が現代美術の発展においてもつ意義について

新たな視点を与え，これまでの理解の見直しと深化を促

すことができると考える． 
次に，対話型AI のモジュールと画像生成AI のモジュ

ールを同時に搭載したAIツール（GPTとDALL·E 3を搭
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載したChatGPT PlusとMicrosoft Copilot，Geminiと Imagen
を搭載したGoogle Geminiなど）を活用することで，美術

鑑賞の学習者は，従来よりも容易に美術理論や美術史に

おける抽象的な概念を可視化することができると考えて

いる．現在の画像生成AIのツールでは，生成される絵画

のスタイルを細かく設定することが可能である．美術の

流派や思潮といった感性的に捉えるべきコンセプトの意

味を理解しようとする際，画像生成AIのスタイル設定の

機能を活用することで，これらのコンセプトを反映した

絵画作品を自ら作成することができる．また，同一の画像

に異なる流派のスタイルを適用し，生成される絵画を比

較することで，流派間の相違点を明確にすることができ

る．このような学習方法は，学習者に抽象的な概念に対す

る初期の理解を見直させ，その理解の修正と更新を促進

することができると考えられる．ただし，これらの方法を

効果的に実施するためには，プロンプトの内容を精密に

設計する必要がある．このプロンプトエンジニアリング

を容易にする方法として，どのような絵を描きたいのか

という要望を対話型AIモジュールに伝え，その結果とし

て生成されるプロンプトを画像生成 AI に入力すること

が挙げられる．さらに，画像生成AIのモジュールによっ

て生成された絵画が要望に合致しない場合，対話型AIの
モジュールを通じて意見を入力することで，生成される

絵画を修正したり細部を微調整することも可能である．

図1は，筆者らが考案したChatGPT Plusの画像生成機能

を利用して絵画の流派について学習する際に使用できる

プロンプトとその効果を示している． 

4. 生成AIの活用のメリットと展望 

前述の通り，学校における美術鑑賞授業に生成AIを適
切に導入することで，美術鑑賞における省察的思考の育

成において新たな可能性が開かれることが示されている．

美術鑑賞授業における生成AIの活用は，第1節で検討さ

れた人間の他者から得られる三種類の視点と比較すれば，

以下の3つの点で異なる（劉・緒方, 2024）． 
まず，生成AIを学習の際の省察的思考に活用すること

で，従来の三種類の視点を利用する際に生じる学習環境

の制約，授業時間の限界，及び同調圧力などの心理的プレ

ッシャーを乗り越え，自分に適切なスケジュールを立て

て省察的思考を実践することができる． 
次に，生成 AI は様々な分野での情報源にアクセスし，

高度な計算能力を用いて異なる情報源から得た情報の内

容を比較・照合し，一つの出力に整理し統合することが得

意である．この特性により，生成AIは教科と教師の専門

分野を超えて，学際的な視点を提供し，学習内容に対する

図1 ChatGPT Plus（GPT4とDALL·E 3）を利用し

て絵画の流派について学習する際に使用できるプロ

ンプトのフォーマット： 
 
私は中学校で美術の教師をしています．授業で（流派の

名称）の絵画の最も重要で顕著な特徴について生徒に教

えようと思います．（流派の名称）というスタイルの典

型的な特徴をすべて明確に示した絵を 1 点描いてくだ
さい．その絵は（横長 or 縦長）の構図で，人物と風景
両方を含む絵をお願いします．また，その絵がどのよう

にこれらの特徴を表しているのか，またその絵が（流派

の名称）に属することをどのように判断できるのかにつ

いて，中学生が理解できるレベルの言葉で説明する文章

を書いてください．その絵と文章を授業の教材の一部と

して使用するため，まじめに作成してください．どうぞ

よろしくお願いいたします． 
 

(a) 流派の名称：印象派；横長 or 縦長：横長 
• 生成された画像： 

 
• 生成された文章： 
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多角的な再認識を促進することが可能である． 
さらに，省察的思考を個別最適な形式で指導すること

が，授業中の教師やグループワークの仲間だけでは実現

が難しい．生成 AI は学習者各自の学習目標，進捗状況，

興味や疑問点などに応じて，出力される回答または画像

の内容，難易度，複雑度をリアルタイムで調整することが

できる．このため，生成AIは省察的思考の実践を個別最

適化する学習支援ツールとして，美術鑑賞学習の場面で

役立つことが期待される． 
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図1（続き） 
(b) 流派の名称：キュビズム；横長 or 縦長：縦長 
• 生成された画像： 

 
• 生成された文章： 
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